
(57)【要約】

【課題】より少ないメモリ容量でかつより精度の高いオ

ーバードライブを行うことができるオーバードライブ回

路および液晶パネル駆動装置を提供する。

【解決手段】

　現在表示しようとする画素データと１フレーム前の当

該画素の画素データとの２つのパラメータを入力し、当

該２つのパラメータに対応して格納された基本オーバー

ドライブ量を出力する基本ルックアップテーブルと、該

基本ルックアップテーブルから出力される基本オーバー

ドライブ量を温度情報に応じて補正するための温度係数

を格納し、入力された温度情報に応じた温度係数を出力

する温度係数ルックアップテーブルと、基本ルックアッ

プテーブルから出力された基本オーバードライブ量を温

度係数ルックアップテーブルから出力される温度係数を

用いて温度補正されたオーバードライブ量を出力する温

度補正回路とを備える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 順 次 入 力 さ れ て く る 画 像 デ ー タ の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 生 成 し 出 力 す る オ ー バ ー ド ラ イ
ブ 回 路 に お い て 、 今 回 表 示 し よ う と す る 画 素 デ ー タ と １ フ レ ー ム 前 の 当 該 画 素 の 画 素 デ ー
タ と の ２ つ の パ ラ メ ー タ を 入 力 し 、 当 該 ２ つ の パ ラ メ ー タ に 対 応 し て 格 納 さ れ た 基 本 オ ー
バ ー ド ラ イ ブ 量 を 出 力 す る 基 本 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル と 、
　 前 記 基 本 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 出 力 さ れ る 基 本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 温 度 情 報 に 応
じ て 補 正 す る た め の 温 度 係 数 を 格 納 し 、 温 度 情 報 が 入 力 さ れ 当 該 温 度 情 報 に 応 じ た 温 度 係
数 を 出 力 す る 温 度 係 数 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル と 、 前 記 温 度 係 数 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら
出 力 さ れ る 温 度 係 数 を 用 い て 前 記 基 本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 補 正 し て 温 度 補 正 さ れ た オ ー
バ ー ド ラ イ ブ 量 を 出 力 す る 温 度 補 正 回 路 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回
路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 温 度 係 数 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル は 、 複 数 の 登 録 温 度 情 報 に 対 す る 温 度 係 数 が 格 納 さ
れ た も の で あ っ て 、 前 記 登 録 さ れ た 温 度 情 報 が 入 力 さ れ た と き に は 、 そ の 登 録 温 度 情 報 に
対 す る 温 度 係 数 を 出 力 し 、 登 録 外 の 温 度 情 報 が 入 力 さ れ た と き に は 、 そ の 入 力 さ れ た 温 度
情 報 を 挟 む ２ つ の 隣 接 す る 登 録 温 度 情 報 に 対 す る 温 度 係 数 か ら 補 間 し た 温 度 係 数 を 出 力 す
る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 温 度 係 数 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル は 、 複 数 の 温 度 情 報 範 囲 に 対 す る 温 度 係 数 が 格 納 さ
れ た も の で あ っ て 、 入 力 さ れ た 温 度 情 報 が 属 す る 温 度 範 囲 に 対 す る 温 度 係 数 を 出 力 す る も
の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 温 度 補 正 回 路 は 、 前 記 基 本 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 出 力 さ れ る 前 記 基 本 オ ー バ ー
ド ラ イ ブ 量 に 、 前 記 温 度 係 数 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 出 力 さ れ る 温 度 係 数 を 乗 算 し て 出
力 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ
回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 液 晶 パ ネ ル と 、 当 該 液 晶 パ ネ ル の 内 部 ま た は 近 傍 に 配 置 さ れ た 温 度 セ ン サ ー と 、 １ フ レ
ー ム 分 の フ レ ー ム デ ー タ に 相 当 す る デ ー タ を 格 納 し て お く フ レ ー ム メ モ リ と を 備 え 、 順 次
入 力 さ れ て く る 画 像 デ ー タ を オ ー バ ー ド ラ イ ブ し て 前 記 液 晶 パ ネ ル に 表 示 す る 液 晶 パ ネ ル
駆 動 装 置 に お い て 、 　
　 今 回 表 示 し よ う と す る 画 素 デ ー タ と 前 記 フ レ ー ム メ モ リ か ら 出 力 さ れ る １ フ レ ー ム 前 の
当 該 画 素 の 画 素 デ ー タ と の ２ つ の パ ラ メ ー タ を 入 力 し 、 当 該 ２ つ の パ ラ メ ー タ に 対 応 し て
格 納 さ れ た 基 本 オ ー バ ド ラ イ ブ 量 を 出 力 す る 基 本 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル と 、 前 記 基 本 ル ッ
ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 出 力 さ れ る 基 本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 温 度 情 報 に 応 じ て 補 正 す る た
め の 温 度 係 数 が 格 納 さ れ 、 前 記 温 度 セ ン サ ー か ら 温 度 情 報 が 入 力 さ れ 、 当 該 温 度 情 報 に 応
じ た 温 度 係 数 を 出 力 す る 温 度 係 数 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル と 、 前 記 温 度 係 数 ル ッ ク ア ッ プ テ
ー ブ ル か ら 出 力 さ れ る 温 度 係 数 を 用 い て 前 記 基 本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 補 正 し て 温 度 補 正
さ れ た オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 出 力 す る 温 度 補 正 回 路 と を 備 え る オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 と 、
今 回 表 示 し よ う と す る 画 素 デ ー タ に 前 記 温 度 補 正 さ れ た オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 加 算 し て 出
力 す る 加 算 器 と 、 前 記 加 算 器 か ら 出 力 さ れ る 画 素 デ ー タ が 前 記 液 晶 パ ネ ル の 表 示 可 能 な 階
調 を 超 え た 場 合 に 、 表 示 可 能 な 階 調 に 制 限 し て 前 記 液 晶 パ ネ ル に 出 力 す る リ ミ ッ ト 処 理 回
路 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 パ ネ ル 駆 動 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 パ ネ ル を オ ー バ ー ド ラ イ ブ す る こ と に よ り 表 示 応 答 速 度 を 高 め 、 動 画 表
示 品 質 を 高 め る 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 液 晶 は 印 加 電 圧 の 変 化 に 対 す る 応 答 性 が 悪 い た め に 、 液 晶 を 用 い た 表 示 パ ネ ル （
以 下 、 液 晶 パ ネ ル と い う ） に よ り 動 画 を 表 示 す る 場 合 に は 残 像 や 尾 引 き 現 象 が 発 生 す る 。
こ れ ら を 改 善 す る た め に 、 表 示 す べ き 階 調 レ ベ ル に 応 じ た 電 圧 よ り も 高 い あ る い は 低 い 電
圧 を 印 加 し て 液 晶 の 応 答 性 を 高 め 、 動 画 表 示 を 良 好 に す る オ ー バ ー ド ラ イ ブ と い う 技 術 が
存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 液 晶 パ ネ ル の 画 素 駆 動 信 号 が ８ ビ ッ ト 、 ２ ５ ６ 階 調 で あ る 場 合 に 、 階 調 が ０ か
ら １ ２ ８ に 変 化 し た 場 合 に は 、 １ ２ ８ で は な く オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 １ ６ を 加 え た 階 調 １ ４
４ に 応 じ た 電 圧 を そ の 画 素 に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 は 、 現 在 表 示 し よ う と す る 画 素 デ ー タ と 、 フ レ ー ム メ モ リ に 格
納 さ れ た １ フ レ ー ム 前 の 当 該 画 素 の 画 素 デ ー タ と の ２ つ の パ ラ メ ー タ に よ っ て 、 オ ー バ ー
ド ラ イ ブ 量 が 格 納 さ れ た ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル （ 以 下 、 Ｌ Ｕ Ｔ と 記 す ） を 参 照 す る こ と に
よ っ て 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 液 晶 の 応 答 特 性 は 温 度 に 大 き く 依 存 す る の で 、 上 記 Ｌ Ｕ Ｔ を １ つ 用 意 し た と し て
も 周 囲 温 度 の 変 化 に よ っ て 最 適 な オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 が 変 化 す る と い う 問 題 が あ る 。 こ の
問 題 を 解 決 す る た め に 、 特 許 文 献 １ に は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 フ レ ー ム メ モ リ １ ０ ０ と 各
温 度 に 対 応 し た 複 数 の Ｌ Ｕ Ｔ ２ ０ ０ を 備 え 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル モ ジ ュ ー ル ４ ０ ０ の 近 傍 に 配 置
さ れ た 温 度 セ ン サ ー ５ ０ ０ の 温 度 情 報 に 基 づ い て 前 記 複 数 の Ｌ Ｕ Ｔ か ら 最 適 な Ｌ Ｕ Ｔ を 選
択 回 路 ３ ０ ０ に よ り 切 り 替 え て Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル モ ジ ュ ー ル ４ ０ ０ に 供 給 す る と い う 技 術 が 提
案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ ‐ １ ３ ３ １ ５ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 温 度 に 応 じ た Ｌ Ｕ Ｔ を 複 数 種
類 持 つ 構 成 を 取 る と 、 そ の 複 数 の Ｌ Ｕ Ｔ を 格 納 し て お く た め に 多 く の メ モ リ 容 量 が 必 要 と
な る 。 ま た Ｌ Ｕ Ｔ の 切 り 替 え に よ り オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 が 段 階 的 に 変 化 す る の で 、 温 度 変
化 に 伴 っ て ギ ク シ ャ ク し た 画 像 表 現 に な る 可 能 性 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 に 鑑 み 、 よ り 少 な い メ モ リ 容 量 で か つ よ り 精 度 の 高 い オ ー バ
ー ド ラ イ ブ を 行 う こ と が で き る オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 と 当 該 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 を 用 い
た 液 晶 パ ネ ル 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 は 、 順 次 入 力 さ れ て く る 画 像 デ ー タ
の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 生 成 し 出 力 す る オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 に お い て 、 今 回 表 示 し よ う
と す る 画 素 デ ー タ と １ フ レ ー ム 前 の 当 該 画 素 の 画 素 デ ー タ と の ２ つ の パ ラ メ ー タ を 入 力 し
、 当 該 ２ つ の パ ラ メ ー タ に 対 応 し て 格 納 さ れ た 基 本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 出 力 す る 基 本 ル
ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル と 、 前 記 基 本 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 出 力 さ れ る 基 本 オ ー バ ー ド ラ
イ ブ 量 を 温 度 情 報 に 応 じ て 補 正 す る た め の 温 度 係 数 が 格 納 さ れ 、 温 度 情 報 が 入 力 さ れ 当 該
温 度 情 報 に 応 じ た 温 度 係 数 を 出 力 す る 温 度 係 数 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル と 、 前 記 温 度 係 数 ル
ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 出 力 さ れ る 温 度 係 数 を 用 い て 前 記 基 本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 補 正
し て 温 度 補 正 さ れ た オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 出 力 す る 温 度 補 正 回 路 と を 備 え た こ と を 特 徴 と
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 前 記 温 度 係 数 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル は 、 複 数 の 登 録 温 度 情 報 に 対 す る 温 度 係 数
が 格 納 さ れ た も の で あ っ て 、 上 記 登 録 さ れ た 温 度 情 報 が 入 力 さ れ た と き に は 、 そ の 登 録 温
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度 情 報 に 対 す る 温 度 係 数 を 出 力 し 、 登 録 外 の 温 度 情 報 が 入 力 さ れ た と き に は 、 そ の 入 力 さ
れ た 温 度 情 報 を 挟 む ２ つ の 隣 接 す る 登 録 温 度 情 報 に 対 す る 温 度 係 数 か ら 補 間 し た 温 度 係 数
を 出 力 す る も の で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 、 登 録 外 の 温 度 情 報 が 入 力 さ れ た と き に 行 う 上 記 補 間 は 、 そ の 入 力 さ れ た 温 度 情
報 を 挟 む ２ つ の 隣 接 す る 登 録 温 度 情 報 に 対 す る 温 度 係 数 を 用 い た 線 形 補 間 で あ る こ と が 好
ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 温 度 係 数 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル は 、 複 数 の 温 度 情 報 範 囲 に 対 す る 温 度 係 数 が
格 納 さ れ た も の で あ っ て 、 入 力 さ れ た 温 度 情 報 が 属 す る 温 度 範 囲 に 対 す る 温 度 係 数 を 出 力
す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 前 記 温 度 補 正 回 路 は 、 前 記 基 本 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 出 力 さ れ る 前 記 基 本
オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 に 、 前 記 温 度 係 数 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 出 力 さ れ る 温 度 係 数 を 乗
算 し て 出 力 す る も の で あ る の が 好 ま し い 。

　 上 記 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 に よ る 液 晶 パ ネ ル 駆 動 装 置 は 、 液 晶 パ ネ ル と 、 当 該 液 晶 パ ネ
ル の 内 部 ま た は 近 傍 に 配 置 さ れ た 温 度 セ ン サ ー と 、 １ フ レ ー ム 分 の フ レ ー ム デ ー タ に 相 当
す る デ ー タ を 格 納 し て お く フ レ ー ム メ モ リ と を 備 え 、 順 次 入 力 さ れ て く る 画 像 デ ー タ を オ
ー バ ー ド ラ イ ブ し て 前 記 液 晶 パ ネ ル に 表 示 す る 液 晶 パ ネ ル 駆 動 装 置 に お い て 、 今 回 表 示 し
よ う と す る 画 素 デ ー タ と 前 記 フ レ ー ム メ モ リ か ら 出 力 さ れ る １ フ レ ー ム 前 の 当 該 画 素 の 画
素 デ ー タ と の ２ つ の パ ラ メ ー タ を 入 力 し 、 当 該 ２ つ の パ ラ メ ー タ に 対 応 し て 格 納 さ れ た 基
本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 出 力 す る 基 本 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル と 、 前 記 基 本 ル ッ ク ア ッ プ テ
ー ブ ル か ら 出 力 さ れ る 基 本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 温 度 情 報 に 応 じ て 補 正 す る た め の 温 度 係
数 が 格 納 さ れ 、 前 記 温 度 セ ン サ ー か ら 温 度 情 報 が 入 力 さ れ 、 当 該 温 度 情 報 に 応 じ た 温 度 係
数 を 出 力 す る 温 度 係 数 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル と 、 前 記 温 度 係 数 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら
出 力 さ れ る 温 度 係 数 を 用 い て 前 記 基 本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 補 正 し て 温 度 補 正 さ れ た オ ー
バ ー ド ラ イ ブ 量 を 出 力 す る 温 度 補 正 回 路 と を 備 え る オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 と 、 今 回 表 示 し
よ う と す る 画 素 デ ー タ に 前 記 温 度 補 正 さ れ た オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 加 算 し て 出 力 す る 加 算
器 と 、 前 記 加 算 器 か ら 出 力 さ れ る 画 素 デ ー タ が 前 記 液 晶 パ ネ ル の 表 示 可 能 な 階 調 を 超 え た
場 合 に 、 表 示 可 能 な 階 調 に 制 限 し て 前 記 液 晶 パ ネ ル に 出 力 す る リ ミ ッ ト 処 理 回 路 と を 備 え
る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 お よ び 液 晶 パ ネ ル 駆 動 装 置 は 、 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量
を 求 め る た め の 基 本 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 複 数 個 持 つ 必 要 が 無 い の で 、 テ ー ブ ル デ ー タ
を 格 納 し て お く た め の メ モ リ 容 量 を 大 幅 に 削 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 温 度 係 数 を 線 形
補 間 し て 求 め る 場 合 に は 、 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 複 数 の Ｌ Ｕ Ｔ で 切 り 替 え る 方 式 に 比 較 し
て よ り 精 度 の 高 い 補 正 を 行 う こ と が で き る の で 、 高 画 質 な 動 画 を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 に 添 付 の 図 面 に 示 す 好 適 実 施 形 態 に 基 づ い て 本 発 明 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 お よ び
液 晶 パ ネ ル 駆 動 装 置 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 お よ び 液 晶 パ ネ ル 駆 動 装 置 の 一 実 施 形 態 の 構 成
を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 示 す 液 晶 パ ネ ル 駆 動 装 置 １ に は 、 フ レ ー ム メ モ リ １ ０ 、 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 ２
、 加 算 器 ５ ０ 、 リ ミ ッ ト 処 理 回 路 ６ ０ と 実 際 に 画 像 を 表 示 す る Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル モ ジ ュ ー ル ７
０ と そ の 内 部 ま た は 近 傍 に 配 置 さ れ た 温 度 セ ン サ ー ８ ０ が 備 え ら れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 ２ は 、 基 本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 Ｌ Ｕ Ｔ （ 以 下 、 基 本 Ｌ Ｕ Ｔ と い う
） ２ ０ と 、 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ ３ ０ と 、 本 発 明 で い う 温 度 補 正 回 路 に 相 当 す る 乗 算 器 ４ ０ と を
備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 各 構 成 要 素 の 概 略 と 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 液 晶 パ ネ ル 駆 動 装 置 １ に は 、 所 定 の フ レ ー ム レ ー ト で 順 次 画 素 デ ー タ が 入 力 さ れ る 。 現
フ レ ー ム デ ー タ は １ フ レ ー ム の 画 像 を 横 方 向 に 上 か ら 下 へ 順 次 走 査 し て 、 各 画 素 毎 に 例 え
ば Ｒ Ｇ Ｂ 各 ８ ビ ッ ト の デ ー タ （ １ 画 素 当 た り ２ ４ ビ ッ ト ） と し た も の で あ り 、 シ リ ア ル デ
ー タ と し て 連 続 的 に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 フ レ ー ム メ モ リ １ ０ は 、 １ フ レ ー ム 分 の フ レ ー ム デ ー タ ま た は １ フ レ ー ム 分 の フ レ ー ム
デ ー タ に 相 当 す る デ ー タ を 格 納 し て お く こ と の で き る メ モ リ で あ る 。 フ レ ー ム メ モ リ １ ０
に 格 納 さ れ た 画 素 デ ー タ は １ フ レ ー ム 後 に 読 み 出 さ れ て 前 フ レ ー ム デ ー タ と し て 基 本 Ｌ Ｕ
Ｔ ２ ０ に 入 力 さ れ る 。 こ こ で 、 １ フ レ ー ム 分 の フ レ ー ム デ ー タ に 相 当 す る デ ー タ と は 、 メ
モ リ 容 量 を 削 減 す る た め に 例 え ば １ フ レ ー ム 分 の フ レ ー ム デ ー タ を 圧 縮 し て 格 納 し 伸 張 し
て 出 力 す る よ う な 場 合 も 含 む 趣 旨 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 ２ を 構 成 す る 基 本 Ｌ Ｕ Ｔ ２ ０ は 、 入 力 さ れ て く る 現 フ レ
ー ム デ ー タ の 一 部 を 構 成 す る あ る 画 素 デ ー タ と １ フ レ ー ム 前 の そ の 画 素 の 画 素 デ ー タ と の
２ つ の パ ラ メ ー タ を 入 力 し 、 当 該 ２ つ の パ ラ メ ー タ に 対 応 し て 格 納 さ れ た 基 本 オ ー バ ー ド
ラ イ ブ 量 を 出 力 す る メ モ リ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 基 本 Ｌ Ｕ Ｔ ２ ０ で は 、 入 力 さ れ て く る ２ つ の 画 素 デ ー タ （ 階 調 値 ） を そ の ま ま ア ド レ ス
と し 、 そ の ア ド レ ス に 現 画 素 デ ー タ と 前 画 素 デ ー タ か ら 求 ま る オ ー バ ー ド ラ イ ブ 値 を 格 納
す る 。 従 っ て 、 ２ つ の 画 素 デ ー タ の 組 合 せ の 数 に 応 じ た ア ド レ ス と 、 そ の ア ド レ ス に 記 憶
す る オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 の デ ー タ の ビ ッ ト 数 分 の 大 き な メ モ リ 容 量 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 特 許 文 献 １ に 記 載 の よ う に 、 温 度 に 応 じ た 複 数 の Ｌ Ｕ Ｔ を 用 意 す る 構 成 で は 、 こ の
大 容 量 の メ モ リ が 複 数 個 必 要 と な っ て し ま う 。 本 発 明 は 、 こ の 大 容 量 を 必 要 と す る Ｌ Ｕ Ｔ
の 個 数 を １ つ に 抑 え た も の で あ る 。 こ の 場 合 、 基 本 Ｌ Ｕ Ｔ に 格 納 す る オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量
は 、 あ る 基 準 と な る 温 度 、 例 え ば ２ ５ ℃ の 場 合 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 格 納 し て お け ば 良
い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ ３ ０ は 、 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 複 数 の 温 度 Ｔ
ｎ の と き の 温 度 係 数 Ｃ Ｔ ｎ が 格 納 さ れ て い る 。 図 ２ （ ａ ） の Ｌ Ｕ Ｔ を 概 念 的 に グ ラ フ 化 し
た も の が 図 ３ で あ り 、 一 例 と し て 温 度 ０ ℃ か ら ８ ０ ℃ ま で ４ ℃ 刻 み で の 温 度 係 数 Ｃ ０ 、 Ｃ

４ 、 Ｃ ８ 、 … 、 Ｃ ８ ０ を 格 納 し た Ｌ Ｕ Ｔ を 図 ２ （ ｂ ） に 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 温 度 セ ン サ ー ８ ０ が 出 力 す る 温 度 情 報 が 丁 度 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ ３ ０ に 登 録 さ れ て
い る 温 度 Ｔ ５ で あ っ た と す る と 、 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ ３ ０ は そ の 温 度 Ｔ ５ に 対 応 す る 温 度 係 数
Ｃ Ｔ ５ を 温 度 補 正 回 路 の 一 例 で あ る 乗 算 器 ４ ０ に 出 力 す る 。 温 度 セ ン サ ー ８ ０ か ら 入 力 さ
れ る 温 度 情 報 が 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ ３ ０ に 登 録 さ れ て い る 温 度 で は な か っ た と き に は 、 本 実 施
形 態 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 そ の 温 度 を 挟 ん で 隣 接 す る ２ つ の 温 度 係 数 か ら 線 形 補 間 に
よ り そ の 温 度 で の 温 度 係 数 を 算 出 す る 。 温 度 セ ン サ ー ８ ０ が 出 力 す る 温 度 情 報 が Ｔ ｍ で あ
り 、 Ｔ ｍ よ り 低 い 方 で 隣 接 す る 温 度 Ｔ ｋ と 対 応 す る 温 度 係 数 Ｃ Ｔ ｋ お よ び 高 い 方 で 隣 接 す
る 温 度 Ｔ ｋ + １ と 対 応 す る 温 度 係 数 Ｃ Ｔ ｋ + １ か ら 次 式 に よ り 線 形 補 間 し た 温 度 係 数 Ｃ Ｔ ｍ

を 求 め る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 　 　 　 　 Ｃ Ｔ ｍ ＝ Ｃ Ｔ ｋ ＋ （ Ｔ ｍ － Ｔ ｋ ） × （ Ｃ Ｔ ｋ + １ － Ｃ Ｔ ｋ ） ／ （ Ｔ ｋ + １ － Ｔ ｋ

）
　 例 え ば 、 図 ２ （ ｂ ） の 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ で 、 温 度 セ ン サ ー か ら の 温 度 情 報 が １ １ ℃ で あ っ
た 場 合 に は 、 Ｃ １ １ ＝ Ｃ ８ ＋ （ １ １ － ８ ） × （ Ｃ １ ２ － Ｃ ８ ） ／ ４ と し て 温 度 係 数 Ｃ １ １

を 求 め る こ と が で き る 。 な お 、 こ の 第 １ の 実 施 形 態 で は 線 形 補 間 回 路 も 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ ３
０ に 含 ま れ る も の と す る 。 温 度 セ ン サ ー ８ ０ は Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 温 度 を 正 確 に 反 映 す る た め
に Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル に で き る だ け 近 接 し て 設 置 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 ま た Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル モ ジ
ュ ー ル ７ ０ に 内 蔵 さ れ て い る こ と が よ り 望 ま し い 。 　
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 に お け る 温 度 補 正 回 路 の 一 例 で あ る 乗 算 器 ４ ０ は 、 基 本
Ｌ Ｕ Ｔ ２ ０ か ら 出 力 さ れ る 基 本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 と 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ ３ ０ か ら 出 力 さ れ る
温 度 係 数 と を 入 力 し 、 両 者 を 乗 算 す る こ と に よ り 温 度 に 応 じ た オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 算 出
し て 加 算 器 ５ ０ に 出 力 す る も の で あ る 。 例 え ば 、 温 度 Ｔ ５ の と き の 温 度 係 数 Ｃ Ｔ ５ が １ ．
０ で あ っ た と す る と 、 温 度 補 正 後 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 は 基 本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 そ の も
の と な り 、 ま た 温 度 Ｔ ０ の と き の 温 度 係 数 Ｃ Ｔ ０ が ２ ． ０ で あ る と す る と 、 温 度 補 正 後 の
オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 は 基 本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 に ２ ． ０ を 乗 じ た も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に お け る 温 度 補 正 回 路 は 、 上 記 乗 算 器 に 限 る も の で は な く 、 基 本 オ ー バ ー ド ラ イ
ブ 量 と 温 度 係 数 を 用 い て 任 意 の 演 算 を 行 う も の で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 基 本 オ ー バ ー ド
ラ イ ブ 量 と 温 度 係 数 を 乗 算 し た 結 果 に 一 定 値 を 加 算 す る よ う な も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 は 基 本 的 に 上 述 し た よ う に 、 基 本 Ｌ Ｕ Ｔ ２ ０ と 温 度 係 数
Ｌ Ｕ Ｔ ３ ０ と 温 度 補 正 回 路 ４ ０ を 最 小 限 含 む も の で あ れ ば 良 い 。

　 次 に 、 加 算 器 ５ ０ は 現 フ レ ー ム デ ー タ と 乗 算 器 ４ ０ か ら 出 力 さ れ る 温 度 補 正 後 の オ ー バ
ー ド ラ イ ブ 量 と を 入 力 し て 、 現 フ レ ー ム の 画 素 デ ー タ に 温 度 補 正 さ れ た オ ー バ ー ド ラ イ ブ
量 を 加 算 し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 お よ び 液 晶 パ ネ ル 駆 動 装 置 の 動 作 を 、 説 明 の 簡 単 化 の た
め に カ ラ ー 画 像 で な く 、 Ｒ Ｇ Ｂ の う ち の １ つ の 色 要 素 を 例 に 取 り 説 明 す る 。 あ る 画 素 の 、
例 え ば Ｒ ｅ ｄ 成 分 の １ フ レ ー ム 前 の 階 調 が ０ で あ り 、 現 フ レ ー ム で の そ の 画 素 の 階 調 が １
２ ８ で あ る と す る 。 こ の と き 基 本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 Ｌ Ｕ Ｔ ２ ０ は 温 度 ２ ０ ℃ の と き の オ
ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 格 納 し て い る と し て 、 基 本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 と し て １ ６ を 出 力 す る
。 温 度 セ ン サ ー が ２ ０ ℃ を 出 力 す る と き 、 そ の 温 度 に 対 応 し た 温 度 係 数 は １ が 格 納 さ れ て
い る の で 、 乗 算 器 ４ ０ は １ ６ を 出 力 す る 。 こ の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 １ ６ が 現 階 調 値 １ ２ ８
に 加 算 さ れ て 、 最 終 的 に は 階 調 値 １ ４ ４ と し て 加 算 器 ５ ０ か ら 出 力 さ れ る 。 温 度 ０ ℃ で あ
っ た 場 合 に は 、 そ の 温 度 で の 温 度 係 数 が ２ ． ０ で あ る と す る と 、 乗 算 器 ４ ０ は 基 本 オ ー バ
ー ド ラ イ ブ 値 １ ６ × ２ ＝ ３ ２ を 出 力 し 、 加 算 器 ５ ０ は こ の 温 度 補 正 さ れ た オ ー バ ー ド ラ イ
ブ 値 を 現 階 調 値 １ ２ ８ に 加 え て 最 終 的 に 階 調 値 １ ６ ０ と し て 出 力 す る 。 た だ し 、 加 算 し た
値 が 液 晶 パ ネ ル の 表 示 可 能 階 調 を 超 え て し ま う こ と も あ り え る の で 、 表 示 可 能 階 調 に 修 正
す る た め の リ ミ ッ ト 処 理 を リ ミ ッ ト 処 理 回 路 ６ ０ で 行 な っ て い る 。 例 え ば 、 液 晶 パ ネ ル の
表 示 可 能 な 階 調 が ８ ビ ッ ト で ０ か ら ２ ５ ５ ま で で あ る 場 合 に 、 加 算 器 の 出 力 デ ー タ が ２ ５
６ 以 上 に な っ た 場 合 は ２ ５ ５ に 修 正 し 、 ０ 以 下 の 値 に な っ た と き は ０ に 修 正 す る 処 理 を 行
う 。 し か し 、 加 算 器 の 構 成 に よ っ て は こ の リ ミ ッ ト 処 理 も 加 算 器 に 含 ま せ る こ と も 可 能 で
あ る の で 、 必 須 の も の で は 無 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 最 終 的 に Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル モ ジ ュ ー ル ７ ０ に 対 し て 各 画 素 毎 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ さ れ た デ ジ
タ ル デ ー タ が 出 力 さ れ る 。 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル モ ジ ュ ー ル で は 、 入 力 さ れ た デ ジ タ ル デ ー タ を 内
蔵 さ れ た Ａ Ｄ 変 換 器 に よ り ア ナ ロ グ の 電 圧 値 に 変 換 し て 、 内 蔵 さ れ た 液 晶 ド ラ イ バ に よ り
Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 各 画 素 に 印 加 す る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 お よ び 液 晶 パ ネ ル 駆 動 装 置 で は 、 温 度 に 応 じ
た オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 Ｌ Ｕ Ｔ を 複 数 設 け て お く 必 要 が 無 く な り 、 か つ 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ に 必
要 な メ モ リ 容 量 は 小 さ く て 済 む の で メ モ リ 容 量 を 大 幅 に 削 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 温
度 係 数 を 線 形 補 間 に よ り 求 め て い る の で 、 温 度 に 応 じ た 精 度 の 高 い 補 正 を 行 う こ と が で き
、 高 画 質 な 動 画 を 表 示 す る こ と が 可 能 と な る 。

　 次 に 、 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ ３ ０ の 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 第 １ の 実 施 形 態 で は 、
温 度 係 数 は 線 形 補 間 に よ っ て 求 め る 方 法 で あ っ た が 、 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 あ る 温 度 範 囲
で 一 定 の 温 度 係 数 を 用 い る 構 成 で あ る 。 図 ５ は そ の 一 例 を 示 す 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ で あ る 。 図
５ に 示 す よ う に 、 温 度 セ ン サ ー か ら の 温 度 が ０ ℃ 以 下 の 場 合 は 、 温 度 係 数 と し て Ｃ ０ を 出
力 し 、 温 度 が ０ ℃ 以 上 １ ０ ℃ 以 下 の と き に Ｃ １ ０ を 、 … 、 温 度 が ７ ０ ℃ 以 上 の と き に は
Ｃ Ｍ Ａ Ｘ を 出 力 す る も の で あ る 。 こ の 方 法 の 場 合 に は 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ へ 登 録 す る 温 度 間 隔
を 等 間 隔 に す る 必 要 が 無 く 、 温 度 係 数 の 変 化 が 大 き い と こ ろ で は よ り 小 さ い 温 度 間 隔 を 用
い 、 温 度 係 数 の 変 化 が 小 さ い と こ ろ で は 大 き な 温 度 間 隔 を 用 い て 温 度 係 数 を 登 録 す る と い
う よ う に 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ を 作 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。

　 ま た 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 メ モ リ 容 量 を 最 も 必 要 と す る 基 本 Ｌ Ｕ Ｔ に 間 引 き し た 離 散
値 を 格 納 し て 補 間 処 理 す る こ と に よ り メ モ リ 容 量 を 削 減 す る こ と に つ い て は 特 に 説 明 し な
か っ た が 、 現 フ レ ー ム 画 素 と １ フ レ ー ム 前 の 当 該 画 素 と の す べ て の 階 調 値 の 組 合 せ に 対 し
て オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 を 格 納 す る も の で は な く 、 そ の 例 え ば 上 位 ４ ビ ッ ト の 組 合 せ に 対 す
る オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 だ け を 間 引 き し て 格 納 し て お き 、 そ れ 以 外 の 組 合 せ デ ー タ が 入 力 し
て き た と き に は 、 そ の 入 力 デ ー タ に 近 接 す る 格 納 値 か ら 線 形 補 間 等 に よ っ て 補 間 す る 技 術
が 知 ら れ て い る 。 本 発 明 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 お よ び 液 晶 パ ネ ル 駆 動 装 置 に お い て も 、
基 本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 Ｌ Ｕ Ｔ は こ の よ う な 補 間 処 理 を 行 う も の で あ っ て も 良 い 。 そ の 場
合 は 補 間 処 理 さ れ た オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 が 出 力 さ れ る も の で あ れ ば 良 い 。 オ ー バ ド ラ イ ブ
量 を 間 引 い て 格 納 し た 基 本 Ｌ Ｕ Ｔ に 補 間 処 理 す る こ と に よ っ て さ ら に メ モ リ 容 量 を 削 減 す
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路 お よ び 液 晶 パ ネ ル 駆 動 装 置 の 概 念 構 成 を 示 す ブ ロ
ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ （ ａ ） は 本 発 明 の 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ の 第 １ の 実 施 形 態 の 概 念 図 、 図 ２ （ ｂ ） は
本 発 明 の 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ の 第 １ の 実 施 形 態 の 概 念 を グ ラ フ 化 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 線 形 補 間 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ の 第 ２ の 実 施 形 態 の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 技 術 の 液 晶 パ ネ ル 駆 動 装 置 の 概 念 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１ ， １ １ 　 液 晶 パ ネ ル 駆 動 装 置
２ 　 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 回 路
１ ０ ， １ ０ ０ 　 フ レ ー ム メ モ リ
２ ０ 　 基 本 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 量 Ｌ Ｕ Ｔ
３ ０ 　 温 度 係 数 Ｌ Ｕ Ｔ
４ ０ 　 乗 算 器
５ ０ 　 加 算 器 　
６ ０ 　 リ ミ ッ ト 処 理 回 路
７ ０ 　 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル モ ジ ュ ー ル
８ ０ 　 温 度 セ ン サ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

(9) JP 2006-195231 A 2006.7.27



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３１Ｂ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３１Ｒ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３１Ｖ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６６０Ｖ          　　　　　

Ｆターム(参考) 5C006 AA16  AA22  AF03  AF04  AF11  AF13  AF26  AF45  AF46  AF47 
　　　　 　　        AF62  AF78  AF83  BB16  BC12  BC16  BF02  BF07  BF28  BF38 
　　　　 　　        FA14  FA19  FA29  FA44 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  CC03  DD08  DD20  DD22  EE19  EE29  FF11  GG11 
　　　　 　　        GG15  GG17  JJ02  JJ05 

(10) JP 2006-195231 A 2006.7.27



专利名称(译) 过驱动电路和液晶面板驱动装置

公开(公告)号 JP2006195231A 公开(公告)日 2006-07-27

申请号 JP2005007534 申请日 2005-01-14

[标]申请(专利权)人(译) 川崎微电子股份有限公司

申请(专利权)人(译) 川崎微电子有限公司

[标]发明人 和泉武人

发明人 和泉 武人

IPC分类号 G09G3/36 G02F1/133 G09G3/20

CPC分类号 G09G3/3648 G09G2320/0252 G09G2320/041 G09G2340/16

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.570 G02F1/133.580 G09G3/20.612.U G09G3/20.621.F G09G3/20.631.B G09G3
/20.631.R G09G3/20.631.V G09G3/20.660.V

F-TERM分类号 2H093/NC28 2H093/NC29 2H093/NC49 2H093/NC57 2H093/NC63 2H093/NC65 2H093/ND02 2H093
/ND32 2H093/ND58 5C006/AA16 5C006/AA22 5C006/AF03 5C006/AF04 5C006/AF11 5C006/AF13 
5C006/AF26 5C006/AF45 5C006/AF46 5C006/AF47 5C006/AF62 5C006/AF78 5C006/AF83 5C006
/BB16 5C006/BC12 5C006/BC16 5C006/BF02 5C006/BF07 5C006/BF28 5C006/BF38 5C006/FA14 
5C006/FA19 5C006/FA29 5C006/FA44 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/CC03 5C080/DD08 5C080
/DD20 5C080/DD22 5C080/EE19 5C080/EE29 5C080/FF11 5C080/GG11 5C080/GG15 5C080/GG17 
5C080/JJ02 5C080/JJ05 2H193/ZE01 2H193/ZH17 2H193/ZH33 2H193/ZH40

其他公开文献 JP2006195231A5

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种过驱动电路，它可以使用较小的存储容量以更
高的精度进行过驱动，并提供液晶面板驱动装置。 ŽSOLUTION：过驱
动电路提供了一个基本查找表，它接收当前要显示的像素数据的两个参
数，以及作为前一帧像素数据的像素数据，并输出基本过驱动量对应于
两个参数存储的温度系数查找表，其存储温度系数，该温度系数用于根
据温度信息校正从基本查找表输出的基本过驱动量，并输出与输入的温
度信息对应的温度系数温度校正电路输出过驱动量，该过驱动量是通过
使用从温度系数查找表输出的温度系数对从基本查找表输出的基本过驱
动量进行温度校正而获得的。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/6c3d7349-341c-45f5-b618-c26aac4de742
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036683356/publication/JP2006195231A?q=JP2006195231A

